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　幡羅遺跡（幡羅郡役所跡）からは、大規模な掘立柱建物跡や礎石建物跡、

掘立柱塀跡などが多数確認され、郡役所を構成する建物群として注目され

ています。また、郡役所の周辺には、竪穴建物跡など数多くの遺構が広大

な範囲に広がっており、下郷遺跡として調査を行なっています。この遺跡

は、郡役所に関わった人々の活動の痕跡であり、密集した遺構群や文字資

料を含む多くの遺物からは、郡役所そのものの実態もが浮かび上がってき

ます。

　今回の調査報告書は、北通り線建設に伴う下郷遺跡第６次発掘調査の一

部と第14次発掘調査の成果についてまとめたものです。この成果を広く市

民の皆様にご紹介することで、日本の歴史の中に息づく地域の歴史や文化

について、ご理解を深めていただきたいと存じます。また、この報告書が

学術研究はもとより、学校、社会教育などの生涯学習活動を通じて、皆様

が歴史を考えるための資料として役立てば、望外の喜びです。

　今回の発掘調査および報告書作成にあたり、深いご理解とご協力をいた

だきました関係者の皆様に、心から感謝を申し上げまして序にかえます。

　　　平成22年３月

深谷市教育委員会　　　　　　

教育長職務代理者　　　　　

教育次長　　石　田　文　雄

序





１．本書は、埼玉県深谷市東方字伊丹 2807、字北下郷 2736 における都市計画道路「北通り線」の

建設工事に伴う下郷遺跡発掘調査報告書である。

２．発掘調査は、深谷市教育委員会が主体となり、調査費用については深谷市が負担した。

３．今回報告するのは、平成 17 年度に行った第６次調査の一部と、平成 21 年度に行った第 14 次

調査についてである。発掘調査期間は、第６次調査が平成 17 年８月 11 日～平成 18 年２月 28 日、

第 14 次調査が平成 21 年 12 月 15 日～ 12 月 18 日である。
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７．出土遺物は、深谷市教育委員会が保管している。

８．発掘調査から報告書作成に至るまで、次の諸氏のご指導・ご協力を賜った。記して謝意を表し

たい。
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例　　言



凡　　例

１．図面中の方位は、全て国家方眼座標の北を表示している。

２．遺物の実測図は、須恵器の断面を黒塗りで表現した。また、釉のかかる範囲や赤彩部分につい

ては、適宜スクリーントーンで表した。

３．遺物観察表の記載は、以下の通りである。

　・計測値の単位は cmである。

　・器径、器高で（ ）を付したものは推定値である。

　・種別は土師器をＨ、須恵器をＳ、ロクロ土師器をＲ、灰釉陶器をＫとした。

　・胎土は、肉眼で確認できた範囲での含有物を、以下のアルファベットで表した。

　　Ａ…白色粒子、Ｂ…赤色粒子、Ｃ…黒色粒子、Ｄ…石英、Ｅ…角閃石、Ｆ…片岩

　　Ｇ…白色針状物質、Ｈ…砂礫、Ｉ…雲母 

４．遺構の略号は、次の通りである。

　　竪穴建物跡…ＳＪ、建物跡…ＳＢ、塀跡…ＳＡ、溝…ＳＤ、土坑…ＳＫ

５．遺構・遺物実測図の縮尺は、適宜スケールで示した。

６．土層説明中の色調については、『新版標準土色帖』によった。
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Ⅰ　発掘調査の経過

１　発掘調査に至る経過

　深谷市は、埼玉県北部に位置し、北を群馬県との境

に接する。平成18年１月１日に旧岡部町、旧川本町、

旧花園町と合併し、総面積137.58㎢、人口約146,500

人となった。当地は農業、工業ともに盛んで、古くか

ら深谷ネギの産地としても有名である。歴史的に見て

も、後期旧石器、縄文、弥生時代、古墳時代を始め、

幡羅郡家や榛沢郡家が造られそれぞれ郡の中心として

機能していた奈良～平安時代、また百済木遺跡で郡領

クラスの豪族が居宅を営んだ奈良時代、深谷上杉氏の

拠点であった室町・戦国時代、宿場町として栄えた江

戸時代、そして近・現代まで多くの遺跡、文化財が残

され、非常に重要な土地であったことが窺える。鎌倉

時代の有力御家人であった畠山重忠の本拠地として、

或いは近代日本経済界を築いた渋沢栄一の生地として

も良く知られる。

　下郷遺跡は、ＪＲ深谷駅より東へ約４㎞、櫛挽台地

先端部に立地する。標高は35ｍ前後で、面積は約100

万㎡と広大な範囲に及ぶ。遺跡は東側が熊谷市との境

に接しており、熊谷市側には西別府祭祀遺跡や西別府

廃寺跡が存在する。いずれの遺跡も、古代幡羅郡家跡

である幡羅遺跡と関連するものである。下郷遺跡は、

幡羅郡家成立前の古墳群及び郡家と併存する周辺集落

と位置付けられる。また近年、中世の遺構も多く確認

されており、郡家廃絶後から東方城成立までの資料が

確認されることも期待される。そのため、深谷市教育

委員会では、下郷遺跡の周辺を重要な埋蔵文化財包蔵

地であると位置付け、事前調査等を行なっている。

　下郷遺跡を横断する形で、都市計画道路「北通り線」

の建設が計画され、道路予定地における最初の発掘調

査（第６次調査）を、平成17年度に行なうことになっ

た。市教育委員会は、文化財保護法第99条の規定に基

づき、埋蔵文化財発掘調査通知（平成18年２月15日付

深教生発第108号）を提出した。

　また第14次調査は、現道舗装下の調査で、平成21年

に計画された。市教育委員会は、文化財保護法第99条

の規定に基づき、埋蔵文化財発掘調査通知（平成21年

12月16日付深教生発第756号）を提出し、準備に入った。

２　発掘調査の経過

　第６次調査は、平成17年８月11日より開始した。調

査面積は約2000㎡で、現道を挟んで西側を伊丹１区、

東側を北下郷１区とした。伊丹１区から確認された主

な遺構は、竪穴建物跡２棟、溝６条（内１条は道路側

溝）、道路跡１条、土坑９基である。また、北下郷１

区から確認された主な遺構は、竪穴建物跡25棟、掘立

柱建物跡６棟、溝12条（内２条は道路側溝）、道路跡

１条、土坑49基である。北下郷１区西部で、路面幅約

８ｍの斜行する大規模な道路跡が確認された。その

近辺には竪穴建物跡が存在しないことが特徴的で、そ

れより北東に当たる幡羅遺跡第21次調査区では、道路

跡と竪穴建物跡が多く切り合っていたのと対照的であ

る。また伊丹１区では、それと方位の異なる道路跡が

確認された。これは古代の遺構を切っており、中世の

ものと推定される。調査は伊丹１区から着手し、北下

郷１区へと漸進した。北下郷１区東部は特に遺構が濃

密で、６×３間の大型掘立柱建物跡も確認された。遺

構の全体をほぼ完掘した後、竪穴建物跡の掘方の調査

に入った。多くの竪穴建物跡に数多くの床下土坑が認

められ、調査は難航したが、２月中旬に完掘した。

　第14次調査は、東西に分かれた第６次調査区の間に

ある現道部分を調査したものである。現道の舗装をは

がした後、平成21年12月15日に調査を開始した。溝４

条が確認された。16日には遺構を完掘、17日に測量を

実施し、その後埋め戻しを行なった。
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　深谷市の地形を概観すると、東西に走るＪＲ高崎線

付近を境として、南側に櫛挽台地が広がり、北側には

妻沼低地が形成されている。櫛挽台地は、荒川によっ

て作られた古い扇状地が浸食されてできた沖積台地

で、寄居付近を頂部としている。妻沼低地は、利根川

の自然堤防及び沖積低地であり、加須低地と並び利根

川の中流低地の一つに数えられる。

　櫛挽台地は、構造的には北西側の武蔵野面に比定さ

れる櫛挽面（櫛挽段丘）と、南東側の立川面に比定さ

れる寄居面（御稜威ヶ原段丘）とで段丘状に形成され

ている。櫛挽面は、ほぼＪＲ高崎線沿いの崖線で比高

差５～ 10ｍをもって妻沼低地と接しているが、寄居

面は高崎線より北へ1.5 ～ 1.8km程延びていて、比高

差２～５ｍをもって妻沼低地と接している。接線付近

での標高は、櫛挽面が40 ～ 50ｍ、寄居面が32 ～ 36ｍ、

妻沼低地が30 ～ 31ｍである。櫛挽面は標高70ｍ付近

より発する上唐沢川、押切川、戸田川、唐沢川等が北

流していて、櫛挽面北端部は南北に台地を開析する浅

い谷が発達したものと考えられる。発掘調査で埋没谷

が検出されることも多い。また、末端には所謂先端湧

水と認められる池等もある。寄居面にはこうした谷筋

はほとんど認められず、妻沼低地と接する台地末端部

を除き、水利上は生活に不向きだったと考えられる。

　妻沼低地は、利根川右岸に広がる肥沃な低地である。

南は熊谷市付近を境として秩父山塊に連なる丘陵や台

地と大宮台地に挟まれた荒川低地に続き、東は加須低

地に接する。妻沼低地は、現在ではほとんど平坦であ

るが、利根川の氾濫や流路の変遷等により、自然堤防

が発達しているものと考えられる。

　深谷市内で確認されている旧石器時代の遺跡は多く

はないが、荒川右岸の江南台地上には、細石刃や彫刻

刀形石器が出土した白草遺跡がある。他に幡羅遺跡と

花小路遺跡でナイフ形石器が１点ずつ出土している。

縄文時代では、東方城跡で草創期の可能性がある尖頭

器が出土している。幡羅遺跡、東方城跡ともに櫛挽台

地の先端部に位置している。また、それらより南西に

Ⅱ　深谷市の地理的環境と周辺遺跡の様相

第２図　埼玉県の地形図
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位置する小台遺跡からは、早期押型文や前期黒浜式土

器、諸磯式土器の破片が出土している。

　縄文中期、特に後半になると遺跡数やその規模は増

大する。中でも上野台の小台遺跡は、多量の土器や石

器を包含する埋没谷を中心に、住居や土坑群が展開す

る。遺構は中期中葉～後期前葉までのものがこれまで

に検出されている。小台遺跡と時期的に重なる遺跡は

数多く、小河川を挟んで小集落が多数分布していたか、

集落が移動していたものと思われる。

　縄文後・晩期になると、縄文人の生活域の中心は櫛

挽台地から妻沼低地へと移っていく。明戸東遺跡では

後期初頭の住居跡、上敷免北遺跡では後期後葉の遺物

包含層が検出されるなどしている。そして上敷免遺跡

では、包含層から在地の後・晩期の資料に混じり、東

海系条痕文土器が検出されたり、埼玉県では初の遠賀

川系の壷が検出されるなど、他地域との交流を考えさ

せられる。また遺構が検出されなくても、妻沼低地に

ある遺跡を調査すると、ほとんどの場合に縄文後期の

土器片が検出される状況である。

　弥生時代に入ると、上敷免遺跡で中期の再葬墓と、

若干時期が下る住居跡が同一の自然堤防上に確認さ

れ、弥生時代の集落のあり方を考える上で注目される。

四十坂遺跡も該期の代表的な遺跡である。

　古墳時代前・中期の集落跡は、下手計西浦遺跡や森

下遺跡、皿沼西遺跡等、近年調査例が増加している。

古墳時代後期前半になると遺跡数は爆発的に増加し、

妻沼低地の自然堤防上に大規模な集落が営まれる。こ

の時期には小規模な円墳が数多く造られるようにな

り、幾つかの古墳群を形成する。中でも代表的なもの

に、櫛挽台地の先端部に形成される木の本古墳群や白

山古墳群がある。下郷遺跡北部に分布する古墳群は、

木の本古墳群の東端に位置する。大部分は20 ～ 30ｍ

規模の円墳で、台地の縁辺に沿って構築される。

　７世紀頃には、それまでの大集落は縮小傾向にな

り、代わって宮ヶ谷戸遺跡や東川端遺跡、清水上遺跡

等の、幡羅郡家跡と推定される幡羅遺跡に比較的近い

位置にある集落規模が拡大する傾向がみられる。律令

期には、深谷市の東部は幡羅郡、西部は榛沢郡、南部

は男衾郡に属すると考えられる。榛沢郡の郡家跡は中

宿遺跡で発見されている。また、幡羅郡家跡である幡

羅遺跡は、その範囲と内容を確認するための調査が継

続中である。新屋敷東遺跡からは、正倉別院の可能性

がある大型建物跡が確認されている。

　平安時代末期以降は、猪俣党武士団の居館が各地に

出現する。代表的なのは岡部氏や人見氏で、岡部六弥

太墓と人見氏館跡は、県指定史跡になっている。また、

鎌倉街道上道の跡が、旧川本町域から旧花園町域に残

る。そして室町時代以降は深谷上杉氏が活躍する。深

谷上杉氏は、当初庁鼻和城に居を構えたと言われるが、

５代目房憲のときに、古河公方勢力との戦闘に備え、

より堅固な深谷城に移ったとされる。深谷城跡の北東

約１kmには、深谷上杉氏の宿老岡谷香丹が築いたと言

われる皿沼城跡があり、北方の守りを堅固なものにし

ている。また、香丹が隠居後に移ったとされる曲田城

跡が北西にある。下郷遺跡に程近い東方城跡は、深谷

城から東に約３kmの台地の先端部に位置する。深谷城

の周辺には家臣の館等が分布していたと思われ、南方

約1.8kmには家臣の館である秋元氏館跡、南西約2.8km

には古河公方勢力を牽制し人見地域を防衛するために

築かれたと考えられる館跡が検出された押切遺跡が存

在する。また割山西遺跡では、伝承等が一切残ってい

ないが、方形の区画溝が検出され、館跡と考えられる。

　江戸時代になると、深谷城は程なく廃城となり、深

谷の大部分は天領となる。また、岡部には岡部藩があ

り、陣屋が構えられた。
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第２図　下郷遺跡及び周辺の遺跡分布図

遺跡名称 時　　　　代 遺跡名称 時　　　　代

下郷遺跡 縄文中期・後期、古墳後期～平安 庁鼻和城跡 南北朝

幡羅遺跡 古墳後期～平安 社前遺跡 縄文前・中期、古墳後期～平安

西別府廃寺遺跡 古墳後期、平安、中・近世 №026 縄文中期・後期、古墳後期～平安

西別府祭祀遺跡 古墳後期～平安 №189 奈良、平安

欠下遺跡 奈良、平安 №190 古墳後期～平安

清水上遺跡 縄文、弥生前期、古墳前・後期～平安 №191 古墳後期～平安

東方城跡 縄文早期・後期、室町 №193 古墳後期～平安

城下遺跡 縄文中期・後期、古墳後期、平安、中・近世 №198 平安

宮ケ谷戸遺跡 縄文中・後期、弥生中・後期、古墳後期～平安 №199 縄文中期、古墳後期～平安

杉町遺跡 縄文中期、古墳後期、奈良、平安、近世 №200 古墳後期、中世

根岸遺跡 縄文中・後期、古墳後期～平安、中・近世 №204 縄文、古墳後期～平安

常盤町東遺跡 縄文前期・中期、古墳後期 №249 奈良、平安

第１表　下郷遺跡及び周辺の遺跡一覧表
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第３図　幡羅・下郷遺跡の範囲と周辺遺跡
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第４図　幡羅・下郷遺跡全体測量図
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0 20m

第５図　下郷遺跡第６・14次調査区全体測量図（1）
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第６図　下郷遺跡第６・14次調査区全体測量図（2）

0 10m
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第７図　下郷遺跡第６・14次調査区全体測量図（3）

0 10m
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第８図　下郷遺跡第６・14次調査区全体測量図（4）

0 10m
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第９図　下郷遺跡第６・14次調査区全体測量図（5）

0  10m
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第10図　下郷遺跡第６・14次調査区全体測量図（6）

0  10m
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１　概要

　第６次調査区は現道を挟んで、西側の伊丹１区と北

下郷１区に区分した。伊丹１区から確認された主な遺

構は、竪穴建物跡２棟、溝６条（内１条は道路側溝）、

道路跡１条、土坑９基である。道路跡及びその側溝と

みられる第３号溝、土坑のほとんどは中世のものと思

われる。

　北下郷１区から確認された主な遺構は、竪穴建物跡

25棟、掘立柱建物跡６棟、溝12条（内２条は道路側溝）、

道路跡１条、土坑49基である。土坑のほとんどは中世

のものと思われる。また道路跡は、幡羅遺跡で確認さ

れたものへと続くものである。

　第14次調査は、東西に分かれた第６次調査区の間に

ある現道部分を調査したものである。溝４条が確認さ

れた。

　調査区周辺の標高は約35ｍである。遺構確認面ま

での深さは伊丹１区から北下郷１区の西部は約30cm、

北下郷１区の東部は約70cmを測る。確認面は伊丹北

下郷１区の東半が東に向かって低くなっていき、調査

区東端付近の標高が約34.2ｍ、伊丹１区から北下郷１

区西部にかけての標高は約34.6ｍを測る。

２　第６次調査伊丹１区

ａ　竪穴建物跡

第１号竪穴建物跡（第11・12図、第２表）

　調査区南部に位置する。平面形態は方形で、長軸4.8

ｍ、短軸4.1ｍを測る。主軸方位はＮ－25°－Ｗである。

　床面は確認面から60cmの深さで、中央がやや盛り

上がる。壁は上部が広がる。カマドは北西壁ほぼ中

央に構築され、袖は確認されなかった。燃焼部は幅

80cm、奥行70cmで、底面はわずかに窪む。煙道は幅

45cm、長さ50cmで、先端に向かって浅くなる。

　南西隅に、床面からの深さ約10cmの浅い掘り込み

が確認された。また、その他床面で確認されたピット

は、いずれも床面からの深さ10cm程度である。壁溝

は断続的に確認された。幅15 ～ 20cm、床面からの深

さは約５cmを測る。

　図示できた遺物は、第12図１～６である。１・２は

土師器坏、３はロクロ土師器坏、４は須恵器高台坏、

５は須恵器甕、６は編物石である。なお、３は混入品

と思われる。

　遺構の時期は、８世紀中葉と推定される。

第２号竪穴建物跡（第13 ～ 15図、第３表）

　調査区北端部に位置し、第１号溝を切る。平面形態

は方形で、主軸方位はＮ－31°－Ｗである。

　床面は確認面から60cmの深さで、壁は上部がやや

広がる。壁溝等は確認されなかった。また、床下土坑

が３基確認された。床下土坑はいずれも、床面から約

20cmの深さである。

　図示できた遺物は、第15図１～ 12である。１～７

は土師器で、１・２は坏、３～５は暗文坏、６は皿、

７は甕である。８・９は須恵器甕、10は土錘、11は勾

玉、12は凝灰岩製の砥石である。11は黒色を呈し、濃

緑玉と思われる。

　遺構の時期は、８世紀前半と推定される。

ｂ　溝

第１号溝（第16 ～ 18図、第４・５表）

　調査区北部に位置し、第２号竪穴建物跡に切られる。

連結はしないが、第２号溝と共に北側を囲う区画溝で

あろう。主軸方位はＮ－53°－Ｗである。幅1.7～ 2.1

ｍ、確認面からの深さは約50cmを測る。先端部はや

や深く、確認面から約60cmの深さである。断面形態は、

逆台形を呈する。

　図示できた遺物は、第18図１～ 12である。１～５

Ⅲ　遺構と遺物
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第11図　第１号竪穴建物跡

は土師器である。１～４は坏、５は皿で、４は内面に

螺旋暗文が施される。６～９は須恵器で、６は蓋、７・

８は坏、９は甕である。10は土錘、11は鉄釘、12は砥

石である。

　遺構の時期は、出土遺物や第２号竪穴建物跡との切

り合い関係から、７世紀末頃と推定される。

　

第２号溝（第16・17図）

　調査区北部に位置する。第１号溝と共に西側を囲う

区画溝であろう。主軸方位はＮ－47°－Ｅである。幅

1.2ｍで、先端に向かって細くなる。断面形態は逆台

形を呈し、確認面からの深さは約50cmを測る。

　図示できる遺物は出土しなかった。

  遺構の時期は、第１号溝との関係から、７世紀末頃

と推定される。　

第３号溝（第19 ･ 21図、第20図１、第６表）

　調査区東部に位置する。主軸方位はＮ－８°－Ｅで

ある。幅0.7 ～ 1.2ｍ、確認面からの深さは40cmを測

る。断面形態は逆台形で、壁は急角度で立ち上がる。
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第12図　第１号竪穴建物跡出土遺物

第２表　第１号竪穴建物跡出土遺物観察表

0 10cm

　図示できた遺物は、第20図１の鉄釘である。

　位置関係等から、第１号道路跡の側溝だった可能性

が考えられる。遺構の時期は、中世と推定される。

第４号溝（第20図２、第22・23図、第６表）

　調査区東部に位置し、第１号道路跡に切られ、第

５号溝と重複する。第14次４号溝と同一の溝である。

主軸方位はＮ－６°－Ｅである。幅0.6 ～ 1.2ｍで、

南に向かって細くなる。確認面からの深さは、30 ～

40cmを測る。

　図示できた遺物は、第20図２の把手の付く須恵器甑

である。

第５号溝（第22 ～ 25図、第７・８表）

　調査区東部に位置する。第１号道路跡、第６号溝に

切られ、第４号溝と重複する。北下郷１区第10号溝及

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存 備　　考

１ H 坏 12.0 3.5 A C D E 普 橙 100%

２ H 坏 （14.0） A C E 普 にぶい橙 30%

３ R 坏 （13.0） 4.7 （6.2） A C E I 普 にぶい橙 25%

４ S 高台坏 8.5 A C F H 普 青灰 30%

５ S 甕 26.1 42.0 15.8 A C F H 普 灰 60%

６ 編物石 長 19.6 幅 7.2 厚 4.7 石材：砂岩 重さ 1000g
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第13図　第２号竪穴建物跡

び第14次２号溝と同一の溝で、北東を囲う区画溝と考

えられる。主軸方位はＮ－20°－Ｗである。幅1.4ｍ、

確認面からの深さは60cmを測る。断面形態は逆台形

である。多量の土錘がまとまって出土した。

　図示できた遺物は、第24図１～第25図95である。全

て土錘で、一括廃棄されたものと考えられる。

　遺構の時期は、８世紀代と推定される。

第６号溝（第22・23図）

　調査区東部に位置する。第５号溝を切り、第１号道

路跡に切られる。第14次３号溝と同一の溝である。主

軸方位はＮ－５°－Ｅである。幅40cm、確認面から

の深さ20cmを測る。

　図示できる遺物は出土しなかった。
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第４表　第１号溝出土遺物観察表（1）

第３表　第２号竪穴建物跡出土遺物観察表

第14図　第２号竪穴建物跡掘方

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存 備　　考

１ H 坏 （11.0） （3.4） A C E I 良 橙 25%

２ H 坏 （12.8） 3.3 A B C E I 良 橙 30%

３ H 坏 （16.0） A B C E 普 橙 15%

４ H 坏 （15.7） A C E 良 橙 15%

５ H 坏 17.2 5.5 A B C E I 普 橙 90%

６ H 坏 （14.2） A B C E H I 普 橙 20%

７ H 甕 （17.6） A B C E H 良 橙 25%

８ S 甕 A C F H 良 黒褐 外面に自然釉

９ S 蓋 A C F H 良 灰

10 土錘 長 5.4 幅 1.4 厚 1.5 A B C E 普 暗褐 100% 重さ 10.70g

11 勾玉 長 2.8 幅 0.9 厚 0.9 石材：濃緑玉 重さ  4.83g

12 砥石 幅 3.3 厚 1.6 石材：凝灰岩 重さ 88.73g

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存 備　　考

１ H 坏 （11.5） A C E 普 灰褐 15%

２ H 坏 （12.7） A C E 普 橙 15%

３ H 坏 （13.9） 2.3 A C E I 普 暗褐 25%

４ H 坏 A C E 良 橙 ５%

５ H 皿 （16.3） A C E 普 橙 15%

６ S 蓋 （15.4） （3.3） A C F H 普 灰 25%

７ S 坏 （16.0） 4.0 （10.0） A C F H 良 青灰 25%

８ S 坏 （16.8） A C 不良 灰 15%

９ S 甕 A C F H 普 灰
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第15図　第２号竪穴建物跡出土遺物

第５表　第１号溝出土遺物観察表（2）

0 10cm

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存 備　　考

10 土錘 幅 1.2 厚 1.1 A C E 良 暗褐 50% 重さ 4.32g

11 鉄釘 幅 0.5 厚 0.5 重さ 3.08g

12 砥石 石材：凝灰岩 重さ 30g
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第16図　第１・２号溝

0 5m
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0 10cm

第17図　第１・２号溝土層断面

第18図　第１号溝出土遺物
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第20図　第３・４号溝出土遺物

第19図　第３号溝

0 10cm
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第６表　第３・４号溝出土遺物観察表

第21図　第３号溝土層断面

ｃ　道路跡

第１号道路跡（第26 ～ 28図、第９表）

　調査区東部に位置する。第４～６号溝の上面に、硬

化面と波板状の痕跡が確認された。道路跡と推定され、

少なくとも一時期は第３号溝を側溝としていたと考え

られる。東側溝に当たる溝は確認されなかった。路面

番号 遺構 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存 備　　考

１ ＳＤ３ 鉄釘 幅 0.4 厚 0.5 重さ 1.81g

２ ＳＤ４ Ｓ 甑 A B C E F H 良 灰褐

幅は不明であるが、４～５ｍ程度と思われる。主軸方

位はＮ－８°－Ｅである。

　図示できた遺物は、第27図１・２である。１は須恵

器甕、２は平瓦である。共に波板状痕跡の覆土内から

出土した。

　遺構の時期は、中世と推定される。
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第22図　第４～６号溝
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第23図　第４～６号溝遺物出土状況

ｄ　土　坑

第１号土坑（第29図）

　調査区南部に位置する。平面形態は長方形で、長軸

1.95ｍ、短軸1.15ｍを測る。底面はほぼ平坦で、壁は

垂直に立ち上がる。確認面からの深さは55cmを測る。

主軸方位はＮ－10°－Ｅである。

　図示できる遺物は出土しなかった。

第２号土坑（第29図）

　調査区南部に位置する。平面形態は長方形で、長軸

2.3ｍ、短軸1.25ｍを測る。底面はほぼ平坦で、壁は

斜めに立ち上がる。確認面からの深さは10cmを測る。

主軸方位はＮ－68°－Ｗである。

　図示できる遺物は出土しなかった。

第３号土坑（第29図）

　調査区南部に位置する。平面形態は楕円形で、長径

1.35ｍ、短径1.0ｍを測る。底面はほぼ平坦で、壁は

斜めに立ち上がる。確認面からの深さは５cmを測る。

主軸方位はＮ－16°－Ｅである。

　図示できる遺物は出土しなかった。

第４号土坑（第29図）

　調査区南部に位置する。平面形態は不整楕円形で、

長径1.5ｍ、短径1.0ｍを測る。底面はほぼ平坦で、壁

は斜めに立ち上がる。確認面からの深さは10cmを測

る。主軸方位はＮ－54°－Ｅである。

　図示できる遺物は出土しなかった。

第５号土坑（第29図）

　調査区北西部に位置する。平面形態は楕円形で、長

径1.7ｍ、短径1.2ｍを測る。底面は北に向かって浅く

なり、壁は斜めに立ち上がる。確認面からの深さは、

最深部で15cmを測る。主軸方位はＮ－７°－Ｅである。

　図示できる遺物は出土しなかった。
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0 10cm

第24図　第５号溝出土遺物（1）
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0 10cm

第25図　第５号溝出土遺物（2）
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第７表　第５号溝出土遺物観察表（1）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存 備　　考

１ 土錘 長 4.3 幅 1.3 厚 1.2 A B C E 普 橙 100% 重さ 4.24g

２ 土錘 幅 1.1 厚 1.2 A B C 普 橙 90% 重さ 4.95g

３ 土錘 長 4.5 幅 1.0 厚 1.1 A B C 不良 黒褐 100% 重さ 4.83g

４ 土錘 長 4.2 幅 1.2 厚 1.2 A B C 普 橙 100% 重さ 4.48g

５ 土錘 長 4.6 幅 1.3 厚 1.3 A B C 普 橙 100% 重さ 4.94g

６ 土錘 長 4.8 幅 1.2 厚 1.2 A B C 普 橙 100% 重さ 5.01g

７ 土錘 長 4.6 幅 1.1 厚 1.2 A B C 普 橙 100% 重さ 4.20g

８ 土錘 長 5.5 幅 1.2 厚 1.2 A B C 普 橙 100% 重さ 5.44g

９ 土錘 長 4.6 幅 1.2 厚 1.2 A B C 普 にぶい橙 100% 重さ 5.00g

10 土錘 長 5.6 幅 1.1 厚 1.2 A B C E 普 橙 100% 重さ 5.51g

11 土錘 長 4.7 幅 1.2 厚 1.3 A B C 普 にぶい橙 100% 重さ 4.92g

12 土錘 長 4.8 幅 1.2 厚 1.2 A B C 普 にぶい橙 100% 重さ 4.64g

13 土錘 長 5.2 幅 1.1 厚 1.2 A B C 普 にぶい橙 100% 重さ 5.09g

14 土錘 長 4.6 幅 1.1 厚 1.2 A B C E 普 橙 100% 重さ 4.75g

15 土錘 長 4.9 幅 1.2 厚 1.3 A B C 普 にぶい橙 100% 重さ 5.15g

16 土錘 長 5.2 幅 1.1 厚 1.2 A B C E 普 橙 100% 重さ 5.19g

17 土錘 長 5.7 幅 1.3 厚 1.4 A B C 普 にぶい橙 100% 重さ 7.39g

18 土錘 長 5.8 幅 1.2 厚 1.2 A B C E 普 橙 100% 重さ 6.26g

19 土錘 長 4.7 幅 1.2 厚 1.2 A B C E 普 にぶい橙 95% 重さ 4.61g

20 土錘 長 5.1 幅 1.1 厚 1.2 A C 普 橙 100% 重さ 4.05g

21 土錘 長 4.8 幅 1.3 厚 1.2 A B C 普 にぶい橙 100% 重さ 5.16g

22 土錘 長 4.7 幅 1.2 厚 1.2 A B C 普 橙 100% 重さ 4.91g

23 土錘 長 4.7 幅 1.1 厚 1.1 A B C E 普 にぶい橙 100% 重さ 4.25g

24 土錘 長 4.6 幅 1.0 厚 1.0 A B C 普 にぶい橙 100% 重さ 3.88g

25 土錘 長 4.6 幅 1.2 厚 1.2 A B C 普 橙 100% 重さ 4.82g

26 土錘 長 5.5 幅 1.2 厚 1.2 A B C E 良 橙 100% 重さ 5.60g

27 土錘 長 4.8 幅 1.1 厚 1.1 A B C 普 にぶい橙 100% 重さ 4.37g

28 土錘 長 4.9 幅 1.1 厚 1.1 A B C E 不良 黒褐 100% 重さ 4.73g

29 土錘 長 3.9 幅 1.2 厚 1.2 A B C H 普 橙 100% 重さ 4.13g

30 土錘 長 5.3 幅 1.2 厚 1.2 A B C 普 橙 100% 重さ 4.95g

31 土錘 長 5.9 幅 1.2 厚 1.2 A B C 普 にぶい橙 100% 重さ 6.15g

32 土錘 長 4.9 幅 1.3 厚 1.3 A B C 普 橙 100% 重さ 5.44g

33 土錘 長 4.6 幅 1.2 厚 1.2 A B C E 普 にぶい橙 100% 重さ 4.64g

34 土錘 長 4.9 幅 1.2 厚 1.2 A B C E 普 橙 95% 重さ 5.11g

35 土錘 長 4.8 幅 1.2 厚 1.2 A B C 普 橙 100% 重さ 4.97g

36 土錘 長 4.7 幅 1.2 厚 1.2 A B C 普 にぶい橙 100% 重さ 4.92g

37 土錘 長 5.5 幅 1.2 厚 1.3 A B C 普 にぶい橙 100% 重さ 5.64g

38 土錘 長 4.9 幅 1.3 厚 1.2 A B C 普 橙 100% 重さ 4.98g

39 土錘 長 4.2 幅 1.2 厚 1.2 A B C 普 橙 100% 重さ 4.32g

40 土錘 長 4.5 幅 1.1 厚 1.2 A B C H 普 橙 100% 重さ 4.16g

41 土錘 長 5.0 幅 1.2 厚 1.2 A B C E 普 橙 100% 重さ 4.98g

42 土錘 長 4.5 幅 1.1 厚 1.1 A B C 普 橙 100% 重さ 3.90g

43 土錘 長 4.8 幅 1.1 厚 1.2 A B C 普 にぶい橙 100% 重さ 4.66g

44 土錘 長 5.4 幅 1.1 厚 1.2 A B C 普 橙 100% 重さ 5.58g

45 土錘 長 5.4 幅 1.2 厚 1.2 A B C E 普 にぶい橙 100% 重さ 6.11g

46 土錘 長 5.5 幅 1.3 厚 1.2 A C F I 普 暗褐 100% 重さ 7.10g

47 土錘 長 4.6 幅 1.2 厚 1.2 A B C 普 にぶい橙 100% 重さ 4.87g

48 土錘 長 4.9 幅 1.2 厚 1.3 A B C 普 橙 100% 重さ 4.88g

49 土錘 長 4.4 幅 1.2 厚 1.2 A B C 普 橙 100% 重さ 4.44g
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第８表　第５号溝出土遺物観察表（2）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存 備　　考

50 土錘 長 5.5 幅 1.1 厚 1.2 A B C 普 橙 100% 重さ 5.50g

51 土錘 長 4.8 幅 1.1 厚 1.2 A B C 普 橙 100% 重さ 4.55g

52 土錘 長 4.6 幅 1.1 厚 1.2 A B C 普 橙 100% 重さ 4.38g

53 土錘 長 5.3 幅 1.1 厚 1.2 A B C 良 橙 100% 重さ 4.86g

54 土錘 長 5.1 幅 1.2 厚 1.2 A B C E 普 橙 100% 重さ 5.18g

55 土錘 長 4.7 幅 1.1 厚 1.2 A B C 普 橙 100% 重さ 4.59g

56 土錘 長 4.6 幅 1.3 厚 1.3 A B C 普 橙 100% 重さ 4.69g

57 土錘 幅 1.1 厚 1.2 A B C 普 にぶい橙 90% 重さ 4.88g

58 土錘 長 4.8 幅 1.2 厚 1.2 A B C 普 橙 100% 重さ 4.63g

59 土錘 長 4.6 幅 1.2 厚 1.3 A B C 普 橙 100% 重さ 4.89g

60 土錘 長 4.7 幅 1.2 厚 1.2 A B C 良 橙 100% 重さ 4.90g

61 土錘 長 5.5 幅 1.2 厚 1.3 A B C 普 橙 100% 重さ 4.66g

62 土錘 長 4.9 幅 1.2 厚 1.3 A C 良 橙 100% 重さ 4.92g

63 土錘 長 4.9 幅 1.3 厚 1.3 A B C 良 橙 100% 重さ 5.43g

64 土錘 長 4.7 幅 1.1 厚 1.2 A B C 普 橙 100% 重さ 4.58g

65 土錘 長（4.2） 幅 1.2 厚 1.3 A B C I 普 にぶい橙 90% 重さ 3.78g

66 土錘 長 4.9 幅 1.2 厚 1.2 A B C E 普 橙 100% 重さ 5.19g

67 土錘 長 4.7 幅 1.2 厚 1.3 A C E 普 にぶい橙 95% 重さ 6.63g

68 土錘 長 5.0 幅 1.2 厚 1.3 A B C 良 橙 100% 重さ 5.22g

69 土錘 長 4.4 幅 1.1 厚 1.2 A B C 普 橙 100% 重さ 3.83g

70 土錘 長 5.1 幅 1.1 厚 1.1 A B C 普 橙 100% 重さ 4.70g

71 土錘 長 5.1 幅 1.1 厚 1.2 A B C E 普 橙 100% 重さ 6.43g

72 土錘 長 5.3 幅 1.2 厚 1.1 A B C 普 橙 100% 重さ 5.74g

73 土錘 長 4.5 幅 1.1 厚 1.1 A B C 普 橙 100% 重さ 4.03g

74 土錘 長 4.8 幅 1.1 厚 1.2 A B C 良 橙 100% 重さ 4.75g

75 土錘 長 4.0 幅 1.2 厚 1.3 A B C 普 橙 100% 重さ 4.15g

76 土錘 長 4.4 幅 1.2 厚 1.2 A B C 普 橙 100% 重さ 4.84g

77 土錘 長 4.9 幅 1.1 厚 1.2 A B C 普 橙 100% 重さ 4.43g

78 土錘 長 4.6 幅 1.1 厚 1.1 A B C 普 橙 100% 重さ 4.56g

79 土錘 長 4.3 幅 1.2 厚 1.2 A B C E 普 橙 100% 重さ 5.35g

80 土錘 長 4.3 幅 1.1 厚 1.1 A B C E 普 橙 100% 重さ 3.22g

81 土錘 長 4.3 幅 1.3 厚 1.3 A B C E 普 橙 100% 重さ 6.27g

82 土錘 長 4.2 幅 1.3 厚 1.2 A B C E 普 橙 100% 重さ 6.17g

83 土錘 長 4.3 幅 1.3 厚 1.3 A B C E 普 橙 100% 重さ 5.05g

84 土錘 長（4.3） 幅 1.2 厚 1.2 A B C 普 橙 90% 重さ 4.31g

85 土錘 長 5.4 幅 1.3 厚 1.2 A B C 普 橙 100% 重さ 6.54g

86 土錘 長 4.7 幅 1.1 厚 1.2 A B C 普 にぶい橙 100% 重さ 5.17g

87 土錘 長 5.3 幅 1.1 厚 1.1 A B C E 普 灰褐 100% 重さ 4.46g

88 土錘 長 5.2 幅 1.2 厚 1.3 A C 普 にぶい橙 95% 重さ 7.72g

89 土錘 長 5.7 幅 1.3 厚 1.2 A B C 普 橙 100% 重さ 7.00g

90 土錘 長 4.9 幅 1.1 厚 1.3 A B C 普 橙 100% 重さ 5.88g

91 土錘 長 4.6 幅 1.2 厚 1.2 A B C 普 橙 100% 重さ 4.77g

92 土錘 長 4.6 幅 1.2 厚 1.2 A B C 普 橙 100% 重さ 4.31g

93 土錘 長 4.8 幅 1.2 厚 1.2 A B C 普 橙 100% 重さ 4.90g

94 土錘 長（5.5） 幅 1.3 厚 1.4 A C 普 黒褐 90% 重さ 8.96g

95 土錘 長（5.5） 幅 1.2 厚 1.3 A C I 普 灰褐 90% 重さ 7.64g
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第27図　第１号道路跡出土遺物

第26図　第１号道路跡

0 10cm
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第28図　第１号道路跡土層断面

第９表　第１号道路跡出土遺物観察表

第６号土坑（第29図）

　調査区北西部に位置する。平面形態は円形で、直径

1.1ｍを測る。底面はほぼ平坦で、壁は垂直に立ち上

がる。確認面からの深さは40cmを測る。

　図示できる遺物は出土しなかった。

第７号土坑（第29図）

　調査区北部に位置する。平面形態は円形で、直径1.0

ｍを測る。底面はほぼ平坦で、壁は垂直に立ち上がる。

確認面からの深さは30cmを測る。

　図示できる遺物は出土しなかった。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存 備　　考

１ S 甕 A C F H 普 灰

２ 瓦 A C F H 良 青灰
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0 2m

第29図　土坑実測図
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第30図　縄文時代の遺物

0 10cm 0 5cm

第８号土坑（第29図）

　調査区東部に位置する。平面形態は不整楕円形で、長

径1.1ｍ、短径0.7ｍを測る。底面は両端がピット上になり、

壁はほぼ垂直に立ち上がる。確認面からの深さは20cm、

両端は30cmを測る。主軸方位はＮ－６°－Ｅである。

　図示できる遺物は出土しなかった。

第９号土坑（第29図）

　調査区西部に位置する。平面形態は円形で、直径1.05

ｍを測る。底面はほぼ平坦で、壁は垂直に立ち上がる。

確認面からの深さは35cmを測る。

　図示できる遺物は出土しなかった。

３　第６次調査北下郷１区

ａ　縄文時代の遺物

  第30図１は加曾利Ｅ式の胴部破片である。縦位の沈

線が施され、ＬＲの縄文帯と無文帯が交互に配される。

２は底部資料である。推定底径6.8cmを測る。ＬＲの

縄文が施される。３は有茎尖頭器である。草創期に位

置付けられよう。チャート製で、長さ3.4cm、幅1.3cm、

厚さ0.3cmを測る。基部付近に、黒色の付着物が認め

られる。

ｂ　溝

第１号溝（第31図）

　調査区東部に位置し、第14・15号土坑と切り合う。

主軸方位はほぼ正方位である。幅25cm、確認面から

の深さ10cmを測る。

　図示できる遺物は出土しなかった。

第２号溝（第31図）

　調査区東部に位置し、第４号竪穴建物跡、第17号土

坑と切り合う。主軸方位はＮ－11°－Ｅである。幅

35cmで、南側が細くなる。確認面からの深さ10cmを

測る。

　図示できる遺物は出土しなかった。

第３号溝（第31図）

　調査区中央部に位置し、第４・６号土坑と切り合う。

主軸方位はＮ－11°－Ｅである。幅40cm、確認面か

らの深さ10cmを測る。

　図示できる遺物は出土しなかった。

第４号溝（第31図）

　調査区中央部に位置する。主軸方位はＮ－11°－Ｅ

である。幅40cm、確認面からの深さ10cmを測る。

　図示できる遺物は出土しなかった。

第５号溝（第31図）

　調査区中央部に位置し、第１号竪穴建物跡、第36号

土坑と切り合う。主軸方位はＮ－11°－Ｅである。幅

40cm、確認面からの深さ10cmを測る。

　図示できる遺物は出土しなかった。
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第31図　第１～５号溝
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第32図　第６号溝

第６号溝（第32図）

　調査区西部に位置する。第１号道路東側溝で、主軸

方位はＮ－67°－Ｅである。幅60 ～ 80cm、確認面か

らの深さは15cmを測る。

　図示できる遺物は出土しなかった。

第７号溝（第33図）

　調査区西部に位置する。第１号道路西側溝で、主軸

方位はＮ－67°－Ｅである。幅60 ～ 80cm、確認面か

らの深さは10 ～ 20cmを測る。

　図示できる遺物は出土しなかった。

第８号溝（第34 ･ 35・38図、第10表）

　調査区西部に位置し、第９・11・12号溝と切り合う。

伊丹１区第５号溝、第14次調査２号溝と同一のもの

である。第１号道路跡の北西を区画する西辺区画溝

と南辺区画溝である。主軸方位はＮ－67°－Ｅ及び

Ｎ－23°－Ｗである。幅1.2 ～ 2.0ｍを測る。断面形

態は逆台形で、確認面からの深さ40 ～ 50cmである。

　第９号溝は後の段階に掘削されており、掘削後は、

第８号溝南辺と第９号溝とで区画を成したものと思わ

れる。

　図示できた遺物は、第38図１～ 10である。１～４

は土師器坏、５～７は須恵器坏、８・９は須恵器甕、

10は土錘である。

　遺構の時期は、８世紀中葉と推定される。

第９号溝（第36・39図、第11表）

　調査区西部に位置し、第８号溝と切り合う。第14

次調査１号溝と同一のものである。主軸方位はＮ－

30°－Ｗである。幅1.5 ～ 2.0ｍを測る。断面形態は

逆台形で、確認面からの深さは30 ～ 60cmである。

　掘削は第８号溝より後で、第９号溝掘削後は、第８

号溝南辺と第９号溝とで区画を成したものと思われ

る。　図示できた遺物は、第39図１・２である。１は

土師器甕、２は須恵器甕である。

　遺構の時期は、８世紀代と推定される。
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第33図　第７号溝
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第34図　第８号溝
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第35図　第８号溝土層断面
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第36図　第９号溝
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第37図　第10 ～ 12号溝
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第10表　第８号溝出土遺物観察表

第38図　第８号溝出土遺物

0 10cm

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存 備　　考

１ H 坏 （13.1） A B C E 普 橙 20%

２ H 坏 （11.1） 3.1 A C D E I 普 橙 35%

３ H 坏 （15.0） A C E 良 橙 15%

４ H 坏 （16.0） 5.3 A C E 普 橙 25%

５ S 坏 （17.8） A C H 普 灰 20%

６ S 坏 16.3 5.8 8.8 A C G H 良 灰 60%

７ S 坏 11.8 6.5 10.2 A C G H 良 灰 90%

８ S 甕 A C F H 良 青灰 10% 外面に自然釉

９ S 蓋 A C F H 良 青灰 5%

10 土錘 長 7.6 幅 1.7 厚 1.7 A B C I 普 にぶい橙 100% 重さ  20.09g
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第12表　第12号溝出土遺物観察表

第40図　第12号溝出土遺物

第11表　第９号溝出土遺物観察表

第39図　第９号溝出土遺物

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存 備　　考

１ H 甕 24.0 A B C E H 良 橙 15%

２ S 甕 A C F H 普 灰

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存 備　　考

１ S 脚付盤 13.0 A C F H 良 青灰 20%

第10号溝（第37図）

　調査区西部に位置する。主軸方位はＮ－56°－Ｅで

ある。幅50cm、確認面からの深さ20 ～ 30cmを測る。

　図示できる遺物は出土しなかった。

第11号溝（第37図）

　調査区西部に位置し、第８号溝と切り合う。主軸方

位はＮ－67°－Ｅである。幅50cm、確認面からの深

さ25cmを測る。

　図示できる遺物は出土しなかった。

第12号溝（第37・40図、第12表）

　調査区西部に位置し、第８号溝と切り合う。主軸

方位はＮ－88°－Ｅで、東側は南に曲がる。幅40cm、

確認面からの深さ30cmを測る。

　図示できた遺物は、第40図１の須恵器脚付盤の脚部

である。

ｃ　道路跡

第１号道路跡（第５・７・８図）

　調査区西部に位置する。第６・７号溝を側溝とする

道路跡である。路面幅８ｍ、側溝の中心間距離8.5ｍ

を測る。波板状痕跡は確認されなかった。主軸方位は

Ｎ－67°－Ｅであり、北東の幡羅遺跡第６・15・21次

調査区で確認された道路跡に、直線的に繋がる。なお、

その北東延長線上には、西別府祭祀遺跡がある。

　図示できる遺物は出土しなかった。

0 10cm

0 10cm
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第41図　第14次調査区

0 4m



－　 －44

第43図　第14次調査区出土遺物

第13表　第14次調査区出土遺物

第42図　第１～４号溝断面

0 2m

0 10cm0 10cm 0 5cm

４　第14次調査区

第１号溝（第41・42図）

　調査区北東部に位置し、第６次調査北下郷１区９号

溝と同一のものである。主軸方位はＮ－30°－Ｗであ

る。確認面からの深さ35cmを測る。

　図示できる遺物は出土しなかった。

第２号溝（第41・42図、第43図１・２、第13表）

　調査区中央部に位置し、第３号溝に切られる。第６

次調査伊丹１区５号溝及び北下郷１区８号溝と同一の

ものである。主軸方位はＮ－16°－Ｗで、幅1.1ｍを

測る。断面形態は逆台形で、確認面からの深さ25cm

である。

　図示できた遺物は、第43図１・２である。１は台付

甕、２は黒曜石の剥片である。

第３号溝（第41・42図）

　調査区中央部に位置し、第２号溝を切る。第６次調

査伊丹１区６号溝と同一のものである。主軸方位はＮ－

５°－Ｅである。幅30cm、確認面からの深さ５cmを測る。

　図示できる遺物は出土しなかった。

第４号溝（第41・42図）

　調査区南西部に位置する。第６次調査伊丹１区４号

溝と同一のものである。主軸方位はＮ－４°－Ｅであ

る。幅70cm、確認面からの深さ10cmを測る。

　図示できる遺物は出土しなかった。

番号 遺構 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存 備　考

１ ＳＤ２ H 台付甕 A C E I 普 にぶい橙

２ 剥片 長 4.0 幅 2.4 厚 0.9 石材：黒曜石 重さ 9.04g

３ 調査区一括 S 甕 A C 良 灰
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Ⅳ　調査のまとめ

　前章まで述べてきた通り、今回は、第６次調査のう

ち、伊丹１区の全てと北下郷１区の道路跡、溝につい

て、そして第14次調査について報告した。

　今回報告分で特筆すべきは、２条の道路跡と区画溝

である（第44図）。２条の道路跡は主軸方位が大きく

異なる。北下郷１区のものは古代の道路跡で、幡羅遺

跡で確認されたものと同一のものである。路面幅は約

８ｍを測り、幅60 ～ 80cmの側溝を両側にもつ。路面

部分からは、硬化面や波板状痕跡は確認されていない。

それより南西には、その痕跡と思われる現道が約200

ｍ続く。

　幡羅遺跡では、第６・15・21次調査で道路跡が確認

されている。当初は、北西の側溝として、幅2.1 ～ 3.2

ｍで覆土中層から上層にかけて硬化面をもつ第14号溝

を考えていた。しかし、第６次調査15号溝及び第21次

調査55号溝がそれに平行しており、北下郷１区におけ

る第８号溝と道路側溝との関係に近い。そのため、第

15・55号溝を道路側溝と考えた方が妥当と思われる。

その場合、道路は北東へ進むに従い徐々に狭くなり、

第21次調査区では、路面幅は約６ｍとなる。道路幅が

変化する例は、埼玉県吉見町の西吉見古代道路跡等が

ある（吉見町教育委員会2002）。幡羅・下郷遺跡の道

路は、台地の縁辺に向かってやや細くなっていくもの

とみられる。ただし北東部では、道路の痕跡が不明瞭

である。

　幡羅遺跡第14号溝は、北西側の区画を兼ねた側溝と

捉えていたが、純粋な区画溝であり、後に道路として

も活用されたと思われる。北下郷１区第８号溝と同一

のもので、道路の北西部を大きく区画したものであろ

う。幡羅遺跡第21次調査Ｃ区の溝は、正倉院（南）拡

張後の南辺区画溝で、その南東辺は、道路に平行する

区画溝が正倉院の区画を兼ねている。北下郷１区第８

号溝または第９号溝による西辺の区画溝は、幡羅遺跡

第20次調査Ｃ区で西に曲がっていくことや、その南西

に集落が広がっていることから、官衙域と集落域とを

大きく区画するものと考えている。正倉院と集落域と

の間には広い空間があるが、その内部には８世紀代の

遺構はわずかしか確認されておらず、空閑地に近い状

況も想定される。

　一方、伊丹１区の道路跡は、中世のものと思われる

が、北側延長上に当たる幡羅遺跡調査区からは道路の

痕跡が確認されておらず、詳細は不明である。

　また、伊丹１区第１・２号溝による区画については、

７世紀末頃のものと考えられ、主軸方位は道路跡や先

述した区画溝とは異なる。幡羅遺跡第22次調査区から

は、第２号溝の延長部分は確認されておらず、区画の

規模や内部の状況は明らかとはなっていない。

　将来、この近辺にて発掘調査を実施する際には、道

路跡や官衙関連施設等に特に注意する必要がある。

　最後に改めて、この発掘調査に深いご理解とご協力

を頂いた方々をはじめ、下郷遺跡の発掘調査、整理作

業に携わり、文化財を記録保存して後世に残すことに

ご尽力頂いた皆様に敬意を表したい。
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第44図　古代の道路跡と区画溝
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伊丹１区

伊丹１区第１号竪穴建物跡遺物出土状況（1）

伊丹１区第１号竪穴建物跡土層断面

伊丹１区第２号竪穴建物跡遺物出土状況（1）

図版１

伊丹１区第１号竪穴建物跡

伊丹１区第１号竪穴建物跡遺物出土状況（2）

伊丹１区第２号竪穴建物跡

伊丹１区第２号竪穴建物跡遺物出土状況（2）



図版２

伊丹１区第１・２号溝

伊丹１区第１号溝土層断面

伊丹１区第３号溝

伊丹１区第１号道路跡波板状痕跡（1）

伊丹１区第２号溝

伊丹１区第１号道路跡

伊丹１区第１号道路跡波板状痕跡（2）



図版３

伊丹１区第４～６号溝

伊丹１区第５号溝遺物出土状況

北下郷１区第８・９号溝（2）

北下郷１区第１号道路跡

伊丹１区第４・５号溝遺物出土状況

北下郷１区第８・９号溝（1）

北下郷１区第８号溝遺物出土状況

第14次調査区



図版４

伊丹ＳＪ１－１ 伊丹ＳＪ１－４

伊丹ＳＪ１－５

伊丹ＳＪ２－５

伊丹ＳＪ２－11

伊丹ＳＪ１出土遺物

伊丹ＳＪ２出土遺物

伊丹ＳＪ２－10・12



図版５

伊丹ＳＤ１出土遺物

伊丹ＳＤ５出土遺物（1）

伊丹ＳＦ１出土遺物

有茎尖頭器

伊丹ＳＤ３・４出土遺物

伊丹ＳＤ５出土遺物（2）

縄文土器

北下郷ＳＤ８－７北下郷ＳＤ８－６



図版６

北下郷ＳＤ８出土遺物

北下郷ＳＤ９－１

北下郷ＳＤ12－１

北下郷ＳＤ８－８・９

北下郷ＳＤ９－２

第14次調査区出土遺物
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